




「で、何を言いたいの？」

「わかりにくいんだよね、○○さんの話は」

「ちゃんと考えてしゃべってくれる？」

けっこう頑張って説明したつもりなのに、

こんな風に言われてしまう。

そう言われると、確かに自分でも

頭の中がごちゃごちゃしていて、

いまいちまとまってない……。



この本は、そんな人のためにつくりました。

ビジネスパーソンの重要スキルの

ひとつと言ってもいい

「論理的に考える」能力。

ぜひ本書＋オリジナルアプリで、

その考え方を身につけてください。
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この本は、ロジカルシンキング（論理思考）の手法をベーシック
なところから解説したものです。ロジカルシンキングとは、ひと言
で言えば「筋道の通った考え方」ということです。

「ロジカルシンキング」という言葉を聞くと、「難しそう」「堅苦し
い」「スピードが遅くなりそう」と感じる人もいるかと思います。
しかし、実際にはロジカルシンキングはとてもシンプルで、柔軟
で、スピーディな行動につながるものです。
ロジカルシンキングが難しそうに感じるのは、シンプルに考えて

いくと、驚くほど複雑なことを考えることができるようになるから
です。逆に、ロジカルに考えずに複雑なことを考えるのはとてもで
きません。
ロジカルシンキングが堅苦しく感じるのは、「筋道を通して考え

るためのルールがはっきりしているから」です。しかし、見方を変
えれば、そのルールから外れていなければ、どんな発想もよしとさ
れます。逆にルールがなかったり、整然としたルールがなかったり
するとき、むしろ発想が縮こまってしまうことはありませんか？　
自由に考えるには、むしろある程度のルールがあったほうが望まし
いのです。
ロジカルシンキングを実践していると、スピード感に欠けるよう

に感じるのは、完璧な答えを出そうとしてしまうからです。そうす
ると、「情報が少ないから判断できない」と感じてしまいます。ロ
ジカルシンキングを実践する場合、手元にある限られた情報をもと

はじめに
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に筋道立った仮の答え、つまり「仮説」を出していきます。仮説を
もとに行動を取れば、思いつきとは違ったものになるでしょうし、
新たに情報が加われば柔軟に変更できます。こうして、ロジカルシ
ンキングをしていくことで、自分の考えをスムーズに実行に移すこ
とができるようになるのです。

冒頭で述べた通り、ロジカルシンキングとは「筋道の通った考え
方」です。何か新しい考え方のように感じるかもしれませんが、実
は仕事やプライベートなど日常生活のほとんどの場面で、私たちは
筋道の通った考え方をしています。
仕事での決断はもちろん、プライベートの予定を立てたり、買い

物をしたりする時、自分なりに何らか筋道立てて考えているはずで
す。ロジカルシンキングは、そうした考え方の延長線上にあるもの
だと思ってください。
その上で、より丁寧に筋道立てて考えてみるとどうなるか、いつ

の間にか筋道立った考え方ができなくなってしまうことがないよう
にするためにはどうするのか、というのがこの本で紹介している考
え方です。
買い物のとき、気がついたら買う気のない商品を思わず買ってい

た。そんな経験は誰でもあると思います。これは、いつの間にか筋
道の通った考え方ができなくなってしまったからです。
大した金額のものでなければ笑い話にもなるのでしょうが、月給

の何割もするような商品の場合には笑い事では済まされません。こ
うならないようにするためには、もともと何のために買い物をしよ
うとしているのか、本当にいま購入しなければならない商品なの
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各項目の構成＆付属アプリについて

▶ 各項目の構成
それぞれの項目の冒頭には、「困りごと」として、仕事の中で
解決したい具体的状況を提示。本文でそうした状況を打開
するのに効果的な考え方や知識を解説していきます。項目の
末尾には、「使えるのはこんな場面！」として、そのパートで押
さえておきたい知識や実際に使えるシチュエーションを短く
まとめています。

▶ アプリについて
iPhoneやiPadなど「iOS」のみ対応しています（※）。App 
Storeにて「問題解決ナビ」と検索してインストールしてくだ
さい。
iOS以外のスマートフォン／タブレットをお使いの方や、パソ
コン等のブラウザから本サービスをお使いになる方は、下記
のウェブサービスをご利用ください（本書のシリーズやアプリの

最新情報なども随時掲載します）。

問題解決ナビ
  http://www.monkai-navi.jp/

※ 2017年3月現在。なおiOSアプリとウェブ
サービスは、アカウントを同期させることは
できませんのでご了承ください。
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か、予算は適切か、といったことを考えなければなりません。ロジ
カルシンキングもまったく同じです。仕事で大きなミスにつながら
ないように、実現したいことを本当に実現するためには、筋道立て
て考えることが必要になります。
この本では、こうした考え方をするためのポイントについて紹介

していきます。

この本は、大きく5つのパートに分かれます。第1章では、ロジ
カルシンキングとは何かについてまとめています。冒頭述べたこと
も含め、ロジカルシンキングは印象とは意外と違うものです。その
部分を確認してみてください。第2章では筋道を立てるための考え
方の基本を紹介します。取っつきにくく感じるかもしれませんが、
自分の考え方を振り返ってみると必ずこうした発想をしているはず
です。第3章では、問題解決に焦点を当ててみます。トラブルへの
対応や新たな企画を考えるとき、筋道立てて考えることは必須で
す。その流れといくつかの手法を紹介します。第4章は、相手に伝
える場面でのロジカルシンキングの使い方がテーマです。仕事では
他の人とのコミュニケーションが鍵です。そこをいかにうまくでき
るかは、仕事ができるかどうかに直結します。キーワードは「相手
にとってわかりやすい」です。第5章は少し発展的なテーマを扱い
ます。目標や PDCAサイクルや数値データ。それぞれ一冊の本に
なりそうなものですが、それらもロジカルシンキングと密接に関わ
ります。

また、「本を読んだだけでは身についたかどうか不安」「もう少し
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練習したい」と感じる人も多いでしょう。この本ではアプリで「身
についたか」を確認できるようになっています。ぜひ腕試しでアプ
リにもチャレンジしてみてください。

本編に入る前に、最後に一点だけ。ロジカルシンキングは使って
こそ意味がある、とよくいわれます。そうすると、「なかなかうま
く使いこなせなさそうだから、やめておこう」と考えてしまいがち
です。ロジカルシンキングを使う場合、まずは「使ってみる」こと
が大切です。使っているうちにうまく使いこなすことができるよう
になります。最初からうまく使いこなせるか不安なので使わない、
というのは本末転倒です。
最初から自転車を乗りこなせる子どもは滅多にいません。「うま

く乗れないから自転車に乗らない」と言っていては、一生自転車に
乗ることはできないでしょう。何度も転んでも、とにかく乗ってみ
る。そうして乗りこなせるようになるのです。
ロジカルシンキングもまったく同じです。うまく使いこなせるか

どうかを気にする前に、とにかく使ってみる。そうしていくうち
に、次第に使い方のコツも見えてきます。もちろんしっかり使いこ
なせているかのチェックは欠かせません。そのときは、もう一度、
本などで確認すればよいのです。

この一冊が、ロジカルシンキングを使いこなすための伴走者とな
れば、これほど嬉しいことはありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生方　正也
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